
昭 和56 年9 月17 日

区のお知らせ

第553 号( 1)

足 立 区 役 所

保険児童部国民年金課

( 882) 1111

足 立 区 役 所
〒 1 2 0 　 東 京 都 足 立 区 千 住 1 丁 目 4 番 1 8 号

足 立区 の 56年8月1日現在

● 人 口 627, 063人

●拠出年金被保険者数 149, 151人

●拠出年金受給権者数 22, 988人

● 福 祉 年 金 受 給 権 者 数 13, 888人

国民年金特集

保険 料積 立金の還元融 資

保険料は 、年金支 払いのための財源とし

て積立てられるほか、地方共公団体に長期

低利で融資され 、福祉施設の建設に役立て

ら れてい ます 。

上の写真は、伊興前沼保育園

年 金 相 談
毎月第1 水曜日

時間　午前10時～
午 後3 時30 分

場所 区役所国民年金課

1 人で悩むより
お気軽に!
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ともに歩もう国民年金
豊かな老後へ第一歩

お
忙
し

い
方
に
便利

な 口 座
振

替

!お申し込みは
各金融機関へ
(郵便局を除く)

納め忘れが
なくなります

納めるのが
困難なときは
免除の相談を

○ 所得の少ないとき
○ 納付困難な事情があるとき
免除になった期間の保険料は、
10年の間に納めることができま
す。

納付期限を
守りましょう

老

齢

年

金

, × 1, 078がり||箟されます。

通
算
老
齢
年
金

一 つの 年金 制度だけ で 年金を受 ける 年蝕を満 た せない 方は 、そ れぞれの 年金

の 加入 期間 を合 わせ、原則 とし て25 年以 上に なガ ば。年金 が受 けら れまず。

だ だしj l 剖l 。15年1 月HF 】ま でに生 まれた 方は、年齢 によ り期 間短縮 されま す。

, × , 078
( 例)

通算される公的年金制度
国民年金・厚生年金・船員保険・国家公務員共済組合

地方公務員等共済組合・私立学校教職員共済組合

公共企業体職員等共 済組合・農林漁業団体職員共済組合

65歳
60歳

ごくろうさまでした
保険料納付はここまでです

死亡一時金
f 険料を3 甲一以h 納めていた方が

已・ なったとき
● 舞 畋に 応 じ て

23, 〔X〕0円～52, 000円
ゝi 付加保険料を納めていたときは、

8, 500円加算されます。

寡婦年金
老齢年金を受ける資格のある

丸が年金を受け・Fに亡くなったとき(
ただし、妻が60歳から64畿 まで)

● 年 金額
● 夫が受けられるはずの

老齢年金の半額

遺児年金
最i の保険料を ー定期問以 上納めていた父やF4
畝 くなり、18歳未満の子だけが残されたとき

● 年i 額
● 弓1 人のとき 年額540, 700 円
● 2 Å、目の子のとき年額60, 000 円加算
● 3 Å、目の子のとき年額24, 000 円加算

毋子年金
18歳未満の 子がいろ齠が, 国民早急加人中j
、lを亡くし、最近の保険科納付が一定期間以|

・,あるとき
■ 年 金 額

●孑1 λ のとき 年額720, 700円
● 2 人目の子のとき 年額60, 00O円加算
● 3 人目の子のとき 年額24, ( X) 0円加箟

障害年金
国民年金加入中、ケ

ガや病気で障害古にな
り、最近の保険料納付が
一定期閥以 北あるとき

● 年金額

● 1級障書
年額675, 900円

● 2級障書
年額540, 700円

足

立

区

国民年金に加入 する方は日 本国民で国内 に住所のある20
歳から59歳までの方

★ 必 ず 加入し なけれ ば ならない 方( 強 制 加 入)

● 厚生年金や共済組合などの公的年金に加入し
ていない自由業、自営業などの方とその配偶
者
● 厚生年金や共済組合などの公的年金に一時加
入し、年金を受ける俺利を得ないで退職した
方とその配偶者

★希望で加入する方(任意加入)
● 年金や恩給をすでに受けている方、または受
ける権利のある方とその配偶者

● サラリーマンの奥さん
● 昼問部の大学生
●国会議員、県・都・区議会議輿とその配偶者

納付入口

保 険 料
4, 500　
円

付
加 保 険

料400
円

納 め る 所

■ 区役所国民年金課
■ 各出張所

■ 鄙便局

■ 銀行等の金融機関

保険料は
必ず納めましょう
●未納のままにしておくと、

将来年金が受けられないこ

ともあり ます。

昭和56 年7 月から年金額が増えまし た。
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福 祉 年 金 は　56年8月から増額されました

請求手続に必要なもの

1. 催民票 世帯 貨員の写し。

2. 本人の印力一ん。。

3. 本人またa 配偶?; がゼ 給丶J にJ - 、遭

族年余を受: 1でい る場 合は その証, 11,

4. 障害 福祉年衾には, 池 に[蜀民 年金111診断i

・1が必要で 叭。

こ の 他 に 母 子福 祉 年 金、 凖 母 子福祉 年 金 があ り ま す

次 の1 、2 に該 当する場 合は 支給 が停 止さ れ ま す。

1. 所得制限銀度額 2. 本人が公的年金を受けているとき

国民年金の特色
( 1) 国も給付額の1/ 3を負担

叩、た、拠 出 年 金妥 結 冷t 、卜 内 で22, 988

ぺいt j 。そ の 方 々。に 支払j ・41・てい る 年

金 額 ぴ)うら、3; } の1 はl gl でまかな・、・ています。

( 2) 年金額は物価スライド

全国 消費 物 価 指 数 が|宵年 度 卩) 5% を

越λ で11 ド した 煬。合、 翌 年 哩 に そ び)変 伺

掌 に 応 じ び|? 徙卸 を 改11ミ1 ま1 ・。。

( 3) 保険料を一定期間まとめて前納すると割引

将 来 のJ 定 期 闘 の 保険 料 を 前納4' る 、:こ

と が出 家 。ま・j 6。 前 納r 秘険 料 は 、 匹=5%

の 掏 箏11班 仙l法 に よ り割 り引 か れ ま・1'。

( 4) 納めた掛金は「社会保険料」として所得控除

国民年金保険料は、年未調整、確定申

告の 際 、 所 得控i 恥 り対 象1: 4 り ま4' ・。

( 5) 3年以上納付すればマイホーム資金

住宅 の 籾 麝、購 入、増 改 豪 を1 る。暘 た、

防叭びF 翕。加1入 詢4 防 宅 急融 公庫 の 資 金 。1:

あ わせぐ、抽 迷に 四
口
融 資 が受 けf 、4ふ れ

む囹 い 介 わ せt 出 匕金議 公 庫 呶匹9

い 住宅 相 、i刹 い812J 】I l l ( 大 代 表1

( 6) 各地保養センターが割安料金で利用

凋 民 年金 加 入 、11、・i 給・勿は もと 。1りJ 、

ど な たで も利 用 で き ますQ 伺 民 年 徊 呆養

セ ン ぐ四 は を 川 に29 ヶ所 汲 澱 さ れ 、安 い

‘ 1=l t で 安 心で きろ 施 設 と して 、 多 くの 方

々の 利 用 を 歓 迎 し てお り ま す。

なお、な11岾17、受 給 扣 ま割 安 料 金 になりま・J '、

はい、こちら国民年金課

母子年金について

A子さんは26才、結婚して4

年、1才と3才の女の予の「母親
です。ご主人は30才でスナック

の 経 営 者 で す匹
泱 年 やっ と店 をも っ た ので 、24

時 間 フ ル回 転 の 忙 し さ で す、。

その 甲 斐 あ っ て馴 染 み の 客 も 増

え、や っ と 一息リ い たとこ ろで す。。

とこ ろ が 、突 然 ご ■ 人 は 遇 労

が も とで 倒 れ、 あJ な く 世 を

去 りミ毒 し た。J 時 は2 イA=の 子 ど

も を歿 き れ途 方 に 釋れ まし た が

笂を と り 直 し て、 こ れ か ら の 生
活 設 計 を。立て始 め ま し た 。

欄氏 年 金 に は20 才 に なう た畤1'

ぐ に 加 入 し。・て お・り 、 ほ 険料 の

未 納 が な か っ たの で 、 母 子年 金

が 支給されることが わかりました。。
こ の 毋f ・年 戔 をも と に し て 、

粫た な生 活指 針 をた で る と网 時

に 、 残 さ れ た2 人の 子ど も の 成

長 に 生 き がい を哂 じ 。て い る 今 臼

こ の 頃 のA 子 さん で す 。

国民年金ことぶき友の会
老齢年象・逓算琶齡l r ,衾を受け。ていらつL やる方 の々、たのl い

集まりvt 。あ4 たの入会をお詐ちしております。

ことぷき友の会では,安い費用で会員の親|咄鰍行を吁うほか,各種

のレケ■ふ 四夊j ンなどの。いろい・ろな行串を行ないます。

※ くわしくは… … … … … …ことぶ き友の会事務局

●千代田区丸の内3 ～8 ～1 　( 211) 1905

国民年金について のお問い合せは

足立区役所
国民年金課 ( 882) 1111

◎ 加入手続… … … …… … … … … …適用係 内線386 ～388

◎ 保険 料の納 付相談 … … … … … … 奥腿係 内 線396 ～399

◎ 保険料の免除申請、口座振替…記録係内線394～395

◎ 年金請求の手続………… … … …給付係内線392～393


